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【はじめに】
和歌山県の血色素不採血者数は平成23年度を除

き献血申込者数の10.0（％）を超えている。
血色素不採血による申込比を全国と比較したと

ころ，昨年度は，全国平均では献血申込者数の7.4
％であるのに対し和歌山県においては10.0（％）で
ある。男女別の不採血者を比較すると，女性の不
採血者が圧倒的に多い。

和歌山県の女性のみに焦点をあて，血色素不採
血者数の申込比率を調べると19 ～ 31％と高い比
率を示している。

女性の血色素不採血者数は，通年4,000人以上
である。
図１は，女性の血色素不採血者数が目立った平

成24年12月，平成25年１月，５月，６月の各１
カ月の女性の400mL献血の血色素不足による不採

血者を示し，縦が血色素値，横が人数を表し，血
色素値12.4g/dLから0.1刻みで示している。

12.4g/dLと12.3g/dLを合計すると約40 ～ 70人
となる。
表１は12.0 ～ 12.4g/dLの血色素不足の不採血

者数を，血色素不採血者数全体の割合で表してい
る。あとわずかで献血基準に満たない不採血者が
約40 ～ 45％と半数近くを占めていることがわか
る。

低血色素者に，栄養指導をして鉄分豊富な食品
をすすめているが，食品の調理は，手間暇がかかり，
また大量に鉄分豊富な食品を毎日摂取することは
不可能との声を聞くことがある。現代女性の生活
スタイルを考え，手軽に取り組みやすい手段はな
いか考えた。

ワークショップ２

血色素不採血者に対する取り組み
～鉄分添加食品の血色素上昇への影響を考える～
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図１　血色素値でみる不採血者数
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【目　　的】
①�鉄分添加食品摂取による血色素値への影響を知

る。
②�低血色素が原因と考えて献血に協力いただいて

いない人の意識の改革を行う。
献血者数が減少傾向にある中，不採血者を献血

可能へと導く方法として，良い方法はないかと考
え，身近で誰もが利用できる鉄分添加食品を取り
入れ，血色素値への影響を知り，また不採血者の
献血への意識改革を行うことを目的として取り組
んだ。

調理不要で手軽に摂取可能，好き嫌いがあまり
ない。カロリーの心配なく吸収の良い，また持ち
運びも簡単なウエハースを選択した。ウエハース
１枚で２mgの鉄分を含有している。また，安価で
ある。

【対象および方法】
〈対象〉A群女性：若年層（平均20才）
　　　B群女性：中年層（平均53才）
　　　※前回の献血で血色素不採血者

〈方法〉市販の鉄分添加食品（ウエハース）
　　　　１回１枚を１日２回（計４mg）朝・夕
　　　　１カ月間摂取

〈実施期間〉平成26年６月～平成28年１月
〈測定機器〉簡易型ヘモグロビン測定装置

今回は，どの年齢にも血色素値への影響がある
のか知りたく，A群若年層にB群中年層を加えた。
平成26年６月～平成28年１月の期間内に市販の
鉄分添加食品（ウエハース）を１回１枚，１日２回

（計４mg）朝・夕１カ月間摂取した。測定機器は簡
易型ヘモグロビン測定装置を使用した。さらにA
群にはアンケートを行いウエハースの食べた感想
を聞いた。

この研究の趣旨については，倫理規定にのっと
り献血者に十分に説明を行い，納得，同意を得た。

また，個人情報管理には十分な注意を払った。

【結　　果】
A群では献血申込者83名。低血色素者13名中全

員に血色素値に増加がみられた。摂取前の平均値
は11.4g/dL。摂取後の平均値は12.0g/dL。平均
0.6g/dLの増加があり，最大で1.1g/dLの増加がみ
られた。そのうち200mL献血は４名，400mL献血
は３名が献血可能となった。

B群では献血申込者56名。低血色素者は20名で
あり，そのうち協力を得られた６名中４名の血色
素値に増加がみられた。血色素値の変化なく，血
色素値減少が各１名みられた。

摂取前の平均値は11.5g/dL。摂取後の平均値は
11.8g/dL。平均0.3g/dLの増加を認め，最大1.5g/
dLも増加がみられた献血者もいた（図２）。

実際ウエハースを食べた感想を聞いた。ゴマ味
が美味しい，食べやすい等の好評な意見も聞き，
献血できた喜びを分かち合う姿も見られた。便秘
気味になった献血者２名以外はとくに大きな副作
用の症状等はみられなかった。

【考　　察】
女性の献血者では多くの血色素不足が原因で不

採血となることから何等かの対策が必要である。
ウエハース摂取後，大半の献血者の血色素の増

加を認めたことから，今後は協力者確保のために
協力事業所数を増やしていきたい。

日々の食物での鉄分摂取は調理の煩雑さ等から
困難である。そのため，手軽に摂取できるウエハ
ースは好評かつ効果的である。

ウエハース摂取に協力いただいたことでこれか
らの献血を担っていく若い世代の意識改革につな
がったと考える。今回は年齢層を広げ比較調査を
試みたが，中年層の協力者数の確保に苦慮し，こ
れからの課題と考える。和歌山県の血色素不採血
者が全国では最下位である現状を改善するために

表１　血色素値でみる不採血者数とその割合（女性）
移動採血車（和歌山）

12.4〜12.0g/dL（人）① 血色素不採血者数（人）② 割合①／②（％）
平成24年12月 84 199 42.2
平成25年１月 108 242 44.6
平成25年５月 124 311 39.8
平成25年６月 159 360 44.1
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鉄分添加食品等を推奨していき，血色素不採血者
を献血者へと変えていく取り組みを継続していき

たい。

図２　結果

9.0

9.5

10.0

10.5

11.0

11.5

12.0

12.5

13.0

9.0

9.5

10.0

10.5

11.0

11.5

12.0

12.5

13.0

摂取前

A群（若年層） B群（中年層）

摂取後 摂取前 摂取後


